
はこらいふ図書館
◆自由研究にもピッタリ！カメラと光のしくみ
を学びながら、手作りピンホールカメラをつく
ろう！※要申し込み
　部屋がカメラに大変身！外の風景が映る光の
ふしぎ。ピンホールカメラを作ってみよう。

［とき］8月３日㈪14：00～ 15：30
［対象者］小学３年生～中学生と保護者
［定員］子ども15人
[服装］白いシャツまたは白いＴシャツ
◆みんなで消防署探検※要申し込み
　東消防署で放水体験や消防車両の見学＆クイ
ズに挑戦しよう。

［とき］８月９日㈰10：00～ 12：00
［対象者］小学３～６年生と保護者
［定員］子ども10人
［注意事項］▶動きやすい靴や服装で参加し、水
分補給の準備をしてください。▶安全確保のた
め、対象年齢未満の子どもの付き添いはできま
せん。▶駐車場がないため、公共交通機関また

は自転車などでお越しください。
◆図書館で学ぼう！子どもからできる救命救急
※要申し込み
　小学生を対象としたAEDの使い方や救命救
急の知識を分かりやすく解説。講座を通して命
の大切さを勉強してみませんか。

［とき］８月27日㈭10：30～ 11：30
［対象者］小学３～６年生と保護者　［定員］10組

◇　　◇　　◇　　◇
［申し込み方法］電話または直接、同
館へ

［問い合わせ先］はこらいふ図書館
（(654－4421　 654－4423）

産業支援交流センター
◆木のシール＆ストラップ作りと自由工作
　県産杉の突板でオリジナルの木製シール＆ス
トラップづくりと、端材で自由工作をします。
夏休みの宿題にもおすすめです。

［講師］若田稔江さん（wood worksつみつみ）
［とき］８月９日㈰11：00～、14：00～

[ところ]産業支援交流セン
ター 09（アミコビル９階）

［定員］各回12人
［費用］2,000円※当日現金
払い。
◆羽ばたく鳥のからくりおもちゃを作ろう
　ハンドルを回すと空を飛
ぶように羽ばたく、からく
り仕掛けの鳥のおもちゃを
作ります。

［講師］荒木拓郎さん（株式会社AT）※キット制
作は川口指物家具工房さん。

［とき］８月23日㈰11：00～、14：00～
[ところ]産業支援交流センター 09（アミコビ
ル９階）　［定員］各回12人

［費用］5,500円※当日現金払い。
◇　　◇　　◇　　◇

［申し込み方法］電話または直接、同
センターへ

［問い合わせ先］産業支援交流セン
ター 01（( 661－7124）

アミコビルで行われる各種イベント

City Event Topics６月

28
［日］

文化財特別公開事業 
深緑の丈六寺を開催

６
［土］

みんなで楽しもう!!エコ
ecoシールラリー開催

　とくしま動物園で、エコeco
シールラリーを開催。参加者たち
は園内を巡りながら環境問題につ
いて学び、シール集めや記念品と
の交換を楽しみました。

　丈六寺で文化財特別事業を実
施。来場者たちは普段公開されて
いない観音堂や宝物館などの文化
財を見学し、解説を通してその歴
史的価値に理解を深めました。

７
［日］

伝統文化の和－女流
義太夫公演会－開催

　徳島城博物館で、女流義太夫公
演会を開催。来場者たちは、語り
と三味線が織りなす義太夫節の世
界を堪能し、伝統芸能の魅力に触
れました。

12
［金］

危険物流出・ 
火災消防訓練を実施

　四国トーセロ株式会社で、危険
物流出・火災消防訓練を開催。危
険物事故発生時の対応能力向上を
図り、関係機関との連携強化や防
災意識の高揚に努めました。

ふらっと徳島　歴史と文化財めぐりふらっと徳島　歴史と文化財めぐり
第26回佐古町佐古町－徳島城下西の玄関－－徳島城下西の玄関－　　　　

　佐古は城下町の西の玄関口にあた
る町。江戸時代の初めには、新町の
西方は農村で商家はなかったとされ
ます。佐古が大きく変わったのは、
徳島藩が城下町の再開発を進めてい
た1640年頃のこと。伊予街道の道
筋に位置したため、街道に沿って商
業地を設け佐古町が誕生しました。
　それまでの徳島城下の町人地は、内町と新町、福島町、助任町だけ
でした。寛永15（1638）年、池田城や脇城、富岡城など九城に家老を
置いた阿波九城制を廃止し、武士を徳島に集めたため城下町は改造を
余儀なくされ、佐古には商業地や武家地等が設けられたのでした。
　寛文11（1671）年には、47人の町人が、船が往来できるよう佐古
川を広げたいと藩に願い出ました。徳島は河川を水上の道として利用
していたので、佐古川も物資輸送に活用しようと考えたのです。この
願いは許可されましたが、川浚いは町側の負担で毎年行われることに
なりました。　
　水陸の交通に恵まれた佐古町は、伊予街道に沿って西に発達してい
きます。江戸中期、城下町は村側に拡大し、「郷町」と呼ばれる新興
の町が、佐古と助任、福島、二軒屋町に誕生しました。なかでも佐古
郷町の規模は最大で、伊予街道に沿って鮎喰川の土手までの間に112
軒の商家がありました。
　その後も順調に発展し、寛政４（1792）年には、佐古郷町は583軒・
2,211人と、約100年間で５倍も商家が増えたのです。おそらく、江
戸中期から後期にかけて、城下町で最も人口が増え栄えたのは佐古で
はないでしょうか。
　佐古郷町十一丁目の西端（徳島市鮎喰町１丁目付近）には、戦災をま
ぬがれた、江戸末期から明治初年建築の建物が今も残り、往時の繁栄
が偲ばれます。

［問い合わせ先］徳島城博物館（(656－2525　 656－2466）
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